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先程挙げた 『会席料理 細工包丁』に書かれた ｢八政猶食を首とす｣という句をその例として
みることができるであろう｡ その典拠は 『礼記』の ｢王制｣篇66)で,確かに教養の誇示あるい
は文飾の面は否めない｡ しかし細かな作法はともかく,｢曲礼｣が示している ｢礼｣の位置づ
けや根本要素と江戸時代の礼儀作法とは無縁ではないと思われる｡
2.3 新型 :典型としての ｢食礼口訣｣






























































































































る (7項目)｡例えば,飯に汁をかけてから,決して ｢汁の実をくふべからず｣ (§17)｡あるい
は ｢湯｣とともに出される ｢香物｣を ｢湯｣に入れて食べることはいけないとされている (§
しる













































































































樋口元巳は 『三礼口訣』を ｢通礼｣の代表と呼んでおり,｢通礼｣をより詳しい ｢武家礼法｣
や ｢女性礼法｣と区別し,｢普通人の礼法一般｣ として理解している80)｡それに比べて小笠原





(1623) の奥書を持っている｡後の二つの ｢群｣ には伊勢家の伝承が取り込まれており,天正





























べきであろう｡ §15は ｢汁｣, §16は ｢こうのもの｣, §17は ｢さい｣の食し方を語る｡た
だ, §17には箸のタブーも含まれる｡
続きの70余項目は,場合によっては,一貫したテーマを追う項目が続いている87)｡ しかし








































































































































箸を持たずに食べるような, より楽な振る舞いが許されていた, と言えよう｡ ｢通の次第同喰























伊勢貞丈 (1717-1784)の 『貞丈雑記』は宝暦 12年 (1763)と天明4年 (1784)の間に書き留
められた雑録で,天保 14年 (1843)に刊行された,武家の故実の考証を主な内容とする著作








































例えば,｢主人｣あるいは ｢貴人｣が自分に ｢御肴の魚物｣を下さる場合には,それは ｢父母
の忌日｣または ｢精進日｣であっても,もらった肴を ｢食わざるは無礼にして物知らず｣なの









































舞いを直接に指導 している｡ しかし,詳細さや内容的統合性 ･連鎖性が欠けている｡ ｢食礼口
訣｣から浮かび上がった分析項目はここで断片的な形でしか確認できない｡『小笠原大諸礼集』
と 『貞丈雑記』で身体表現を規制する規則や蓋恥心を表す規範の少なさは特に目立ってい

























































































































































































































































































































































































33) 145-146貢｡近年の仕事として次の三件に注目したい｡陶智子は 『江戸の女性.朕 ･結婚-





人 文 学 報
代をまたぐ形で取り上げている｡
34) N･エリアス,前掲書,230-231頁｡
35) 貝原益軒 ｢食礼口訣｣以外に,『国書総目録』は ｢食礼｣という言葉をタイトルに持っ文献と
して二件しか挙げない｡『食礼書』,小笠原持長著,成立年代無｡『食礼大概』,著者 ･成立年代無｡
36) 『三礼口訣』の一部｡益軒全編,『益軒全集』全8巻,1910年,1973年 (国書刊行会)復刻｡






























































67) 七五三や五五三のような祝儀や正式な響宴に適応された形式についての言及はなく, ｢菜｣ の
数等,献立が挙げられていない｡
68) ｢本膳｣以外に ｢二の膳｣と ｢三の膳｣も§6に挙げられている｡
69) 具体的な内容は後述の通りである｡


























































93) 流派不明とされている｡ しかし,中世の伝書と考えられる 『包丁聞書』(『群書類従』)と同系
列の記述があると校注者の島田勇雄が指摘している｡前掲書,164貢｡他にも小笠原流あるいは
四条流などの書物による所が多い｡
94) §1 (客と亭主の関係),§2 (湯づけの食べ方), §19(湯づけの出し方),§20(膳におけ
る箸の位置など), §47(山根と焼塩の利用や効果), §52(魚のさしみの食べ方), §196(鶴
-138-
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を端的に示す例として 『曲礼童子訓』(文化5年序,1808)が挙げられる｡ この文献は ｢曲礼｣
などの要点を拾いながら,注解書の形で食事作法などを現代風に説明している｡
102) その点では宗教的な儀式との共通性を窺える｡
103) §13は主人が食べ始めるまで待つことを相伴に求め, §16も ｢御相伴は何にてもかゆる物も
主人の衛かへ不被成内-かゆる事は無礼なり｣としている｡
104) 元禄5年 (1692)に刊行された南村丈伯の 『女重宝記』(5巻)の第2巻に含まれている第10














『曲礼童子訓』(文化5年序,1808)⑪ 『童子諸礼朕方往来』(文化 12年刊,1815)⑫ 『童子往来
百家通』(天保8年序,1837)⑬ 『良薬朕方』(嘉永4年序,1851)⑭ 『諸礼大学』(江戸時代後

































儀作法関係の全文を復刻 (活字文付) している文献としては,『女用智恵鑑錦織』と 『女用文色































































′@ i :.J.図-3 『女諸礼綾錦』(天保 12年刊,1841
)図-2 『女用千尋漬』(文化 12年刊,1815) 図-4 『大 日本永代節用無尽蔵』(嘉永 2年刊
,1849)(付記)拙論の執筆にあたり,草稿段階で意見を述べ,内容,文体にわたる示唆を与えられたすべて
の方々,とりわけ横山俊夫氏 (京都大学)と渡辺浩氏 (東京大学)に謝意を表したい｡また山下正男氏 (京都大学名誉教
授),国立民族博物館の石毛直通氏や熊倉功夫氏からも貴重な意見を賜った｡もちろん,内容について
